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• 中途・経験者採用、ジョブ型雇用の拡大など、日本型の雇用システムが転換期を迎えつつある中、大学
院には高度なリスキリング・リカレント教育の場としての役割が期待されている。

• 企業や社会人学生からの大学のリカレント教育に対するニーズは、「トランスファラブルスキルの習得」も然る
ことながら、「専門的知識の習得」において特に高い。

⇒学位の取得を目的とした中長期的な大学院の教育課程と、企業等のニーズが高い専門的知識・スキル
の習得を目的とした教育プログラムそれぞれの課題と相互の関係性を整理する必要があるのではないか。

大学院におけるリカレント教育の振興について（案）
 議論の出発点

 考え方・方向性
• キャリアアップや転職を目的とした専門的知識・スキルの習得は、あらゆる分野の修士・博士課程で共通的
に学修するものというよりも、特定の専門分野における比較的短い期間での学修が求められている。

• 従って、まずは大学院レベルの専門教育を、社会ニーズに照らした質の高い教育サービスとして広く提供し
ていくことが必要（履修証明プログラム、科目等履修の活用など）。

①学修成果が実社会で役立つスキルとして評価されるよう、産業界等が求めるスキルの明確化（ジョブディ
スクリプション）や、それに対応する教育プログラムの提供が必要。

• 大学院教育では専門分野の知識技能のみならず、研究活動を通じて新たな価値を探求し提案する力
（トランスファラブルスキル）を養う必要があるが、その修得や可視化に向けた組織的な取組は不十分。

• また、社会においても新たな価値創造が喫緊の課題であるが、修士や博士人材が有する高度な能力を適
切に評価・活用できる土壌が整っていない。

②研究活動を通じて養われる能力の多面的な評価（研究室教育等を通じて輩出される人材の価値の明
示化⇔産業界等における経営者層の高度化、博士人材の活躍の場の拡大）。 1



技術領域・業種業務別領域共通の知識・スキル

職種別領域共通の知識・スキル

【出典】 独立行政法人情報処理推進機構社会基盤センター人材プラットフォーム部 「ITスキル標準V3 2011 1部：概要編」（2018年）を基に文部科学省が一部改変

汎用性
転用性

具体性
固有性 特定状況における知識・スキル

製品やプロセス固有の知識・スキル

全産業に共通的な知識・スキル

基礎的・概念的な知識・スキル

業種・製品・サービス特有の知識やスキル
【習得方法】
OJT、実務経験 等
【評価・質保証】
成果（業務実績）等

キャリアアップや転職等に繋がる領域別の
知識やスキル
【習得方法】
自己啓発（リスキリング）等
【評価・質保証】
標準化されたオープンバッジ
（資格、履修証明、検定 等）

社会人としての基礎スキル
大学院レベルのトランスファラブルスキル
【習得方法】
大学教育、大学院教育 等
【評価・質保証】
SPI、面接、学位、研究・学修成果 等

スキルの階層と大学院の機能（イメージ）

①

②

課題①：大学院におけるリカレント・リスキリングを通じて身に着けるべき知識・スキルについて、産業界等のニー
ズが具体化されておらず、短～中期的な教育プログラムの学修成果が社会で活用される見通しが不透明。

課題②：大学院の課程教育・研究活動を通じて身に着けるべき「新たな価値を探求し提案する力」が適切に見える
化・評価されておらず、より高度な汎用性・転用性を持つ人材の価値が十分に認知・活用されていない。 2



新たな雇用体系への適用

マッチング

A

B C
D

デジタルバッジ（オープン
バッジ）の組み合わせ

① 求めるスキルの明確化と教育プログラムの提供（イメージ）

ジョブディスクリプション・
求めるスキルセットの提示

取得済の専門分野の学位等

民間企業等

大学（大学院）

履修証明プログラム等

認定機関
・

業界団体

リカレント・リスキリング

スキル標準化
・

バッジの策定
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検定・資格の活用

企業内研修等

資格や履修証明等を、
実際に社会で活用できる
共通のバッジとして定める。

提示されたジョブディスクリプション
に応じて、スキルの証明として活用
できることが保証されているバッジ
を獲得する。



（例）研究者のコンピテンシーの見える化

（出典）Vitae, ©2016 Careers Research Advisory Centre (CRAC) Limited.
www.vitae.ac.uk/RDFconditionofuse

②課程教育で養われる能力の多面的な評価（イメージ）

研究活動（研究室教育）

社会が求める能力

コースワーク

 大まかな分野の専門性

 課題設定・検証能力

 異質・独創性

 学術的な専門知

 新規の物事に対する積極性

 専門に縛られない柔軟性

 社会・経済的価値の判断・創出能力

 説明・コミュニケーション能力

 知識の体系化

 ビジネススキル

 実験技術

修士課程・博士課程
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研究室教育等を通じて
輩出された人材の価値の明示化

院卒人材の価値認知
活躍の場の拡大



参考資料
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内閣官房 第１回 教育未来創造会議ワーキング・グループ
参考データ集（令和4年1月24日）
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（参考）



（参考）

7【出典】一般社団法人日本経済団体連合会 「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」（2022年1月18日）



8【出典】一般社団法人日本経済団体連合会 「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」（2022年1月18日）

（参考）



（参考）

9【出典】一般社団法人日本経済団体連合会 「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」（2022年1月18日）
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（参考）

【出典】一般社団法人日本経済団体連合会 「新しい時代に対応した大学教育改革の推進-主体的な学修を通じた多様な人材の育成に向けて-」（2022年1月18日）
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（参考） 経済産業省 第４回 デジタル時代の人材政策
に関する検討会 資料（令和３年6月1日）
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経済産業省 第４回 デジタル時代の人材政策
に関する検討会 資料（令和３年6月1日）



経済産業省 第４回 デジタル時代の人材政策
に関する検討会 資料（令和３年6月1日）
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（参考）European Qualifications Framework
欧州各国の各資格がどのレベルにあり、当該資格保有者がどのような知識等を有しているか比
較可能とするための枠組み。資格取得に必要とされる学習成果を知識、技能、能力の３つに類
別し、それぞれを達成の難易度に応じて11段階に分かれている。

【出典】 https://nfq.qqi.ie/qualifications-frameworks.html 14



【出典】 独立行政法人情報処理推進機構社会基盤センター人材プラットフォーム部 「ITスキル標準V3 2011」（2018年）

（参考）ITスキル標準（ITSS）
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16
【出典】 Vitae, ©2016 Careers Research Advisory Centre (CRAC) Limited.

www.vitae.ac.uk/RDFconditionofuse

 世界トップクラスの研究者育成に向けて可視化・体系化されたプログラムによる 研究者育成
の取組。

 研究者のマネジメント能力等の不足等が指摘される中、研究者が必要なスキルを習得し多
様なキャリアを描くためには、キャリア開発支援が重要との認識のもと、Vitaeが2011年に開
発した研究者に必要な資質能力・技能等を整理したフレームワーク。

 アカデミアの研究者に加え、民間企業の研究者や人事担当者、職能開発専門家、職能団
体等の幅広い知見をもとに開発されたもの。

（参考）英国 VitaeのResearchers Development Framework(RDF)

【出典】 「海外の研究者育成における研究者としての職能開発に関する調査研究」
（有限責任監査法人トーマツ,2020年3月）
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